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南
阿
蘇
に
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン

郡
の
医
師
会
で
は
、か
か
り

つ
け
の
医
師
の
指
示
の
も
と
に
、

ご
自
宅
を
訪
問
し
て
看
署蔭
す
る
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
を
自

水
村
に
設
立
し
ま
し
た
。七
十

歳
以
上
の
方
や
重
度
障
害
、精

神
障
害
の
方
な
ど
、
医
師
が
必

要
と
認
め
た
場
合
に
訪
問
看
護

を
受
け
ら
れ
ま
す
。利
用
料
金

は

一
回
二
百
五
十
円
（病
状
に

よ
り
週
三
回
ま
で
）
詳
し
い
こ

と
は
、か
か
り
つ
け
の
医
師
か

南
部
訪
間
看
護
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

８
２

・
９
０
９
７
番

白
水
村
　
吉
田

絵
画

「砂

漠

の

子
」
　

　

松
本
　
　
透

木
エ
ク
ラ
フ
ト
　
吉
村
　
裕
明

竹
　
細
　
工
　
　
津
留
　
義
元
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革 工 芸   山田 良典

芸術の秋  匠の技
本言志の上記サブタイトルの中の「風」は文化を意味して

います。本町には文化と芸術性溢れる絵画家や工芸家がた

くさんおられます。その人達が10月 21日から3日間、国民
体暇村のセントラルロッジで「高森アート&ハ ンドクラフ
ト」と題した作品展を開きました。訪れた人たちは作品の

芸術性と技術の高さに見入つていました。

人□の動き
(10月 1日現在)

世帯数 2,532(+5)
男  3,922(+6)
女  4,244(+5)
総 数 8,166(+11)

匠かもらldコ書館]をご存知飽すか?
障害をもつ子も、もたない子も、ともに仲良く楽しく遊び、

またいろいろな悩みを持つお母さんたちが、本音で語り合える

人と人との「ふれあいの場」です。 t 
｀`

私たち阿蘇にも一日も早く、このふれあいの場を作ろうと計

画しています。皆さんの協力をお願いします。

★ 募集 しています ★
■「おもちゃ図書館」の設立と運営に協力していただける方

(障害をもつ子のお父さん お母さんなど)
■「おもちゃ図書館」の活動を支えて下さる方

(障害児と楽しく遊んでいただける方など)

連絡先・問い合わせ…阿蘇保健所  母子保健係
壼1 0967-32-0535ま でどうぞ。 .

この制度は高速道路などの有料道路の通行料金が割引される

ものです。これまで、肢体不自由の方が自ら運転する場合に限

られていた、割引制度の適用範囲が広がりました。

◆全ての身体障害者が、自ら車を運転する場合

◆ 1種の身体障害者、重度の精神薄弱者を乗せて介護者が運転

する場合

この割引制度を利用するには、身体障害者手帳、運転免許証

(本人及び介護者)、 登録する車の車検証、印鑑を持参して、役

場での手続が必要です。

82-1111 町民福祉係

陶
　
人
　
形

　

谷
口
　
廣
子

造
形
美
術
「光
と
風
に
向
か
っ
て
」

谷
口
　
真
澄

●  ●
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先
に
公
募
し
た
高
森
温
泉
館
従

業
員

（パ
ー
ト
）
が
決
定
し
、
十

一
月

一
日
付
け
で
辞
令
を
交
付
し

ま
し
た
。

■
総

〈口
　
職

本
田
信

一
郎

（高
森
三
二
六
六
）

後
藤
　
美
香

（上
色
見
六
七
九
）

渡
邊
　
美
也

（上
色
見
四
〇
七
）

中
川
　
　
裕

（高
森

一
二
八

一
）

■
館
内
整
理
職

相
良
　
亮

一
（高
森

一
〇
三
二
の
三
）

村
山
　
義
則
（高
森

一
一
八
二
の
二
）

徳
丸
ケ
イ
子

（上
色
見
二
〇
四

一

の
二
）

住
吉
せ
き
子

（色
見
二
六
五
六
）

杉
本
　
夏
子
（高
森

一
八
四
〇
の
一
）

▼
朝
晩
冷
え
込
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
。
体
調
は
如
何
で
し
ょ

う
か
？
風
な
ど
を
ひ
か
れ
な
い
よ

う
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
今
月
の
お
も
な
行
事

二
日
～
三
日
町
民
文
化
祭
　
一二
日

町
民
音
楽
祭
　
六
日
～
十
三
日
大

阿
蘇
絵
画
展
　
十
日
高
森
温
泉
館

落
成
式
　
十
三
日
町
民
体
育
祭
と

目
白
押
し
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

次
号
で
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

おめで

山辺 大輔ちゃん 晋 輔
(下 町)8・ 25生  峰
岩下 祐介ちゃん 鎌 二
(山 鳥)8・ 27生  淳 子
三森 結衣ちゃん 信 二
(旭 通)8・ 31生: 美 加
楢木野聖城ちゃん 政 治
(横 町)9・ 17生 洋 子
田代 祐花ちゃん 靖 人
(昭 和)9・ 13生 郁 子
甲斐  広ちゃん 正 一
(菅 山)9・ 20生  利 子

(暑傷洛撃謳原で野景 9・ 5

(権 異羹轟綺
・
欝 9・ 26

(曽戻思票琴  蔦
山
不

°

日
栃
曇  9・

27

(住所) (御遺族)(死 亡者)(年齢 )
高 森 塚本 保雄 塚本 留恵 82
矢津田 岩下 末任 岩下ツルヨ 65
高 森 岩下ツネ子 岩下佐々喜 87
高 森 楢木野瑳紀子 楢木野シヅ 101

の 灯

さんの長男

さんの長女

さんの長女

(敬称略)

大和撲三

白石君子

六

ヽ んの長男

六

ヽ ん の長男

二 男

(敬称略)

い ま

(19949月 受付分)

さんの

お<やみ
もうしあげます

赤 ち ゃん
たんじょう

すえなが<
お幸せに

した(敬称略)

楢木野瑳紀子

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
幸
せ
な
町
に
し
ま

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

し
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

編

集

後

記

高

森

温

泉

館

職
員
（パ
ー
ト
）決
ま
る

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒86916・熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 80%76-2-1111・ FAX 2-1174
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高森には夏から秋にかけて、たくさんの祭りが開催されます。

今年も10月 から11月 初めにかけて、各地区の神社では秋祭りが行われ

ました。高森町内に神が祀られている神社や天満官は32カ所もあります。

それぞれの神社や祭 りの 「いわれ」や 「かたち」には違いがあり、延々

と伝え育まれた偉大な文化を感じることができます。

町
な

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
十

一
月
二
十
五
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
の
中
会
議
室

法
　
律

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。
■
十

一
月
十
九
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
高
森
中
央
公
民
館

（昭
和
）

生
活
面
や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご

と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
Ｈ
月
２２
日

（火
）

９
時
半
か
ら
１２
時

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
の
中
会
議
室

■
相
談
員
　
県
の
母
子
相
談
員

検

察

審

査

会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ

っ
た
が
、

検
察
官
が
起
訴
し
な
い
な
ど
の
不

満
を
お
持
ち
の
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
８
０
９
６

・
３
２
５

・
２

１
２
１
　
熊
本
検
察
審
査
会

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
で
は
、
救
急
法
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
突
発
的
に
起
こ
っ

た
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
の
早
期
の
対

応
に
役
立
ち
、
貴
い
命
が
救
わ
れ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
（定
員
三

十
名
）

一
日
間
の
受
講
で
、
講
習

効
果
確
認
後
に
三
年
間
有
効
の
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み
は
、
消

防
本
部
警
防
係
　
８
０
９
６
７

・

３
４

・
０
０
２
４
ま
で
ど
う
ぞ
。

■
講
習
日
時
　
Ｈ
月
２７
日

（日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

■
講
習
会
場
　
長
陽
村
中
央
公
民

館

（長
陽
村
役
場
横
）

ノ

尾
下
菅
原
神
社
秋
祭
り

同
神
社
は
大
字
尾
下
の
多
々
野
に
あ
る
天

神
社
で
、
昔
火
災
に
遭
い
、
昭
和
四
十
六
年

に
改
築
さ
れ
ま
し
た
っ
菅
原
道
真
、
国
常
立

命
、
天
宇
受
女
命
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
県
の

無
形
民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
尾

下
の
獅
子
舞
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
十
月
三
日
に
祭
り
が
行
わ
れ
、
こ

の
獅
子
舞
い
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
、
小

学
生
の
子
ど
も
た
ち
も
こ
の
日
の
た
め
に
練

習
を
積
み
重
ね
て
披
露
し
ま
し
た
。

母

子

・
寡

婦

大
字
高
森

。
村
山

住
　
士
口
　
久
美
子
　
さ

ん

ｍ

野
尻
川
上
神
社
秋
祭
り

大
字
野
尻
の
川
上
に
あ
る
同
神
社
は
、
仲

哀
天
皇
、
應
神
天
皇
、
神
功
皇
后
な
ど
が
祀

ら
れ
て
お
り
、
今
の
大
字
津
留
の
官
園
に
あ

っ
た
野
尻
社
と
元
来
の
川
上
社
を
合
わ
せ
て
、

川
上
神
社
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

十
月
二
十
九
日
の
秋
祭
り
で
は
、
獅
子
舞

い
の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
治
三

十
七
年
に
大
分
県
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、

一
時
期
後
継
者
が
不
足
し
て
い
た
も
の
を
、

大
字
津
留
と
野
尻
が

一
体
と
な
り
保
存
会
を

組
織
し
て
、
昨
年
か
ら
復
活
さ
せ
た
も
の
で

す
。
こ
の
日
は
大
人
四
十
人
、
野
尻
小
三
十

人
の
子
供
達
が
夜
遅
く
ま
で
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
、
観
客
を
わ
か
せ
ま
し
た
。

●  ●

●   ●

9月 2日 から南阿蘇勤労青年団の北海
道研修に参加しました。スケールの大き
さ、景色、人、空気…何もかもに感激し
ました。この研修では観光が主体ではな
く、民泊研修できたことが良かったと思
いました。帰る時はお世話になった民泊
の方たちとお別れするのがとっても寂し
かったです。
自分の家の仕事だからといって甘える
ことはできません。つらいこともありま
すが、やりがいもあります。私はスポー
ツが大好きです。休みなどに体を鍛錬す
るスポーツジムが欲しいと思います。こ
れからも何にでも取り組み、挑戦して、
自分を高める努力をしていきたいと思っ

ています。

このコーナーに登場する方を募集しています。町内

在住で誠意をもって仕事をしている若い者。自薦、

他薦は問いませんので応募ください。

(15)

男女共同参画型社会推進フォーラム

z笏窺レタ
'ノ
ラス露ン

社会の平等な構成員である男女が、性別を超えてともに

語り合い、あらゆる分野に参画できる、豊かで暮らしやす

い地域づくりをめざして、男女共同参画型社会推進フォー

ラムが開催されます。入場無料です。ふるって参加ください。

■講   師 西沢江美子 「農村婦人の役割と家族関係」
■と   き 11月 22日 (火)午後 1時から
■と こ ろ 阿蘇白雲山荘 (阿蘇町赤水 )
■問い合わせ 県阿蘇事務所福祉課 0967-22-1111

500万 円以上

色
見
熊
野
座
神
社
秋
祭
り

色
見
熊
野
座
神
社
は
、大
字
色
見
の
井
上

。

山
鳥
部
落
入
り
口
に
あ
り
、
伊
弊
諾
命
、
伊

弊
再
命
、
石
君
大
将
軍

（阿
蘇
の
大
神
の
荒

御
魂
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
享
保
七
年

（
一

七
三
二
）
に
建
立
さ
れ
、
享
保
十
二
年
に
社

殿
全
部
を
流
出
し
た
り
、
昭
和
二
十
八
年
の

六

。
二
六
な
ど
の
水
害
で
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十

一
年
に
道
路
北

側
の
現
在
地
に
復
旧
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
二
十
日
の
同
神
社
の
秋
祭
り
で
は
、

神
楽
や
官
相
撲
の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。

(2)

年

△
コに

救
急
法
講

習
会

プロフィール

☆‖音ヽ 業
☆趣 味
★星 座
☆血液型

コンビニエンス・ストアーA&S
スポーツ、ドライブ、音楽鑑賞

おひつじ座

0型

入 札 結 果12 12
月
11

日
18

※都合により変更になる場合がありますので、テレホン

サービスでお確かめください。   (42,-2222)

前

年

で

午

ら

ま

は

か

時

療

時

５

診

９
後

「
月
１３
日

１１
月
２０

日

１１

月

２３

日

１１

月

２７

日

１２

月

４

日

月

藤

本

医

院

富
０
０
０
２
０

平

田

医

院

８
０
０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

な
②
０
６
４
６

東

　
医
　
院

富
②
０
３
０
９

中

村

医

院

８
０
２
３
３
３

立

野

病

院

富
０
０
１
１
１

寺

崎

医

院

富
②
０
３
７
８

工   事   名 工    期 金額 (円 ) 請負業者名

高森束中へき地教員宿舎新築工事A棟 10/1～ 7/2/28 21.115,000 m古 寺工務店

高森東中へき地教員宿舎新築工事 B棟 10/1^‐ 7/2/28 21.630,000 巾勝木 11務 店

高森町水の資料館新築工事 10/1^7/2/28 43,363,000 輛安方工務店

高森町水の資料館機械設備 工 事 10/1^レ 7/2/28 10,506.000 開藤本 1■

十:Fチ」
‐
也|ス_ltlLヤ |::(た 111itlll 11.|「 10/27^7/1/20 7,869,200 西田建設株式会社

柿迫(2)地区農地災害等災害復1日 ri事 10/27～ 12/25 6,252,100 哺佐藤建設

闇
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